

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































托鉢（S）と器台（S） 水 １ 
甑（SS）と蓋と"モーケン”（SS） 糯米 １ 
"モーナム”（SS） 水 ２ 
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茶容 Ｓ ● ● 9０ 100 
西南中国における伝統的土器づくりの変容 3３ 
人は、動勅王宮を追われた。
また、雲南邊彊では、国内移民政策によって、漢族
が大量移入し、俸勅の伝統的な生活様式に多大な影響
が及ぼされた。まず、漢族の副食文化が浸透すること
で、（写真45）、中華鍋が急速に普及した。そして、副
食調理における優位性もあって、金属鍋が土鍋を席巻
した（写真46）。次に、俸勒の食事様式は、糯米を祝食
とていた。伝統的な蒸す調理は、湯沸し鍋と木製の割
り貫き式甑の組み合わせであったが、中華鍋と割り抜
き式甑、そして、中華鍋とアルミ甑の組合わせに変更
され(写真47)、湯沸し鍋の需要が縮減し､最小化した。
また､梗米がほぼ常食されるようになった背景として、
品種改良がある。西双版納俸族自治州では、２期作な
いしは３期作の輪作が可能となり、政府から糯米から
糧米の作付け転換が奨励されたことがあげられる（写
真48）。俸渤は、糯米．糧米を栽培し、糧米は、糯米
と同じような粘りのある炊き上がりとなるように、炊
き干し法で炊飯していた(印南1994)。しかしながら、
糎米が主食となることで、電気釜が本格普及すること
になり、炊飯鍋の需要が激減した。景拱市及び釛海県
では、1995年頃、炊飯器や蒸す機能が付いた炊飯器が
普及した。通電している村秦では、ほぼ全世帯が電気
釜を所有している。動遮鎮の店舗では（写真49）、蒸し
機能付きの炊飯器が100～120元の価格帯で販売されて
いた（写真50）。また、糯米と梗米の両方が電気釜で調
理ができるようになり、曼札村の玉さん宅のように、
朝食及び昼食が糧米、夕食が糯米と食べ分けるように
もなった。強飯は、腹持ちがよいため、朝まで空腹感
に悩まされることがない。また、俸棚の高齢者層は、
伝統的な食事様式、つまり、糯米が中心の献立を好む
ようだが(写真51)、若年者層から壮年者層にかけては、
副食が中心の献立、すなわち、副食にあう糧米をほぼ
常食している。俸勅の伝統的な食事様式の変容にあわ
せて、伝統的な鍋や炊飯（湯沸し）鍋の需要も最小化
を通り過ぎて、不要化が進んでしまっている。現在、
４つの村までは、最早、鍋及び炊飯（湯沸し）鍋が受
注生産となっている。
しかしながら、電気が敷設されていない農地や山林
では、未だ、伝統的な什器用器種が常用されている。
居宅から離れた場所にあるトウモロコシ畑や茶畑の出
作り小屋、刀耕火種、つまり、焼畑を営む少数民族の
焼畑小屋において､食事を調理するための鍋や炊飯(湯
沸し）鍋が常備されている。刀耕火種は、陸稲や雑穀
の栽培が主体であるため、炊飯（湯沸し）鍋が不可欠
である。ただし、承包制によって、焼畑地の移動も自
留山内に限られることで、山地少数民族の伝統的な焼
畑農法も衰退しつつある。その代わり、西双版納俸族
自治州は、ゴム栽培の生産基地とされ、1956年、最初
の国営農場が建設され、漢族移民、とくに、貧農層を
大量投入し、原生林の伐採や開墾を推し進めた（長谷
川2001）。旧来の焼畑地がトウモロコシ畑（写真52）な
いしは茶畑（写真53）、さらには、ゴム林の切り替え地
とされた（写真54）。今のところ、出作り小屋等におけ
る鍋や炊飯（湯沸し）鍋、曼札村の移動式竈"モーフェ
イ，，等の最低限の需要は残されている。
４－２伝統的な生活様式と観光開発
曼閣村、曼斗村、曼札村、曼朗村における土器づく
り世帯は、いずれも俸勧の竹楼が材料変更された干欄
式という住居形態であった。龍竹の使用が厳しく制限
されることで、伝統的な竹骨工法が採られなくなり、
ほとんどが木やレンガ積みの柱となっている(季1994)。
曼斗村の玉さん宅のように、この１０年くらいで、鉄骨
化、鉄筋化された住宅も少なくない。また、1980年代
後半の民工潮によって、俸鋤の干欄式建物の－階部分
は、漢族移民が賃借するようになった。曼斗村の玉さ
ん宅のような床下アパートが形成され、西双版納俸族
自治州では、俸族一戸あたり平均８世帯の店子を擁す
るようになっている（菅野2001）ｄ俸渤の住居形態も
大きな変貌を遂げているが、少なくとも、伝統的な空
間構成とその利用方法が堅持されている｡2階の間取り
は、テラスが必置され、炊事洗濯などの水周りの家事
を行う空間となっている。ほとんどの世帯が水道を敷
設しているが、未だ、水を汲み置きするための水甕を
据えている（写真55）。買い替え需要は大きくないが、
水窺の最低限の需要が残されている。
西双版納俸族自治州では、1985年、景供県及び動臘
県が開放地区となった。外国人観光客の出入りが簡便
となり、エスニックな資源を商品化することで、観光
開発が進展している。そして、“シプソンパンナ"の歴
史的風致、少数民族固有の生活様式を参観させるエス
ニック観光というツーリズム形態が確立された。
こうした中で、1987年、景供市内において、公園型
観光施設の西双版納民族風情園が建設された(写真56)。
また、少数民族の村塞を再構成した西双版納俸族園等
が開業し、入園料100元、ガイド料25元という高額にも
かかわらず、午後３時の溌水節のアトラクションにあ
わせて、１日あたり700名もの入園者数がある。民族衣
装に身を包んだガイド70名が旅行団を接遇している。
マス・ツーリズムに対応した観光施設では、飲食、
民族歌舞、宿泊をパッケージとして、溌水節をはじめ
とする伝統行事や機織を見世物化し、廿蕨圧搾機や米
搗き用踏み臼を体験型のアトラクションとすることで
（写真57）、民族文化の疑似体験を売り物にしている。
民間資本のエスニック・レストランやテーマパークに
おいても、同じようなコンテンツで観光客を誘致して
徳澤啓一・小林正史・長友朋子3４ 
いる。このうち、エスニック・レストランでは、饗宴
の際、民族歌舞で接待するが、打工（出稼ぎ）の少数
民族の少女を踊り手とし、組織化された歌舞団を擁す
るものも少なくない（写真58)。曼斗村の玉さんは、こ
うした歌舞団を大口顧客の一つとして挙げていた。俸
渤の歌舞を演出する小道具として、水甕（s）が不可欠
なのであろう。また、曼閣村の王さんも「秘境雲南民
間美術」と名乗り、「俸陶世家」を屋号とし、秘境と
いう土地柄と俸勅の士器づくりの伝統性と正統性を主
張している。西双版納俸族自治州では、エスニックな
文化資源を資本とする観光化が進んでおり、溌水節が
観光産業における主力商品である限り、水甕の需要も
命脈を保ち続けることになろう。ちなみに、西双版納
俸族園では、溌水節で使用する水甕は、本来、銀製で
あったが、現在、プラスティック製を使用している。
また、西双版納俸族園が所在する景供市近郊の動聿鎮
では、土器づくり職人が存在しないため、伝統的な土
器が必要な場合、景供市、すなわち、曼斗村まで出か
けて、購入しているという。
のの、現在、景供市近郊の村案では、経済的価値観の
浸透に伴って、学齢期児童の見習い出家が激減し、俸
ilM1の仏教的価値観や宗教的,慣行を継承していくことが
困難となっている（長谷川2005）。明らかに、俸勧の
伝統文化や信仰が衰退しており、寺院や僧に対する供
献意識も薄らいでいる。こうした中で、伝統的な供献
用土器の需要も時間をかけて減退していく懸念もある。
４－４伝統的器種の転用と現代的器種の登場
什器用器種をはじめとして、俸勧の伝統的器種が材
料変更されることで、伝統的士器づくりが危機に瀕し
ている。こうした事情は、供献用器種の需要が維持さ
れようとも、根本的な改善には繋がらない。しかしな
がら、伝統的士器づくりも生き残りを賭けて、いくつ
かの注目するべき新しい取り組みを行っている。
まず、観光物産としての伝統的土器づくりの活用で
ある。とくに、外国人観光客にとって、黒陶をはじめ
とする伝統的器種は、俸族を象徴する西双版納俸族自
治州の代表的な観光物産となっている。また、西双版
納俸族自治州の年間観光客数を見ると、近年、５０，０００
人の外国人観光客と2,000,000人の国内観光客がある
（長谷川2001）。国内観光客の圧倒的多数を占める漢
族にとっても、伝統的器種は、民族衣装と比肩する民
族工芸品となっている（写真61)。動勧大道で普洞茶の
小売店を経営する余さんの店舗では、動遮鎮の市場の
露店で購入した曼朗村の鍋が飾ってあった（写真62）。
漢族観光客は、インテリアの置物や容物として、俸勅
の伝統的器種を買い求めている。装飾`性の豊かな冷水
瓶と杯の組み合わせが人気商品である。また、観光物
産として、贈答品・インテリアとして、“シプソンパン
ナ"時代の貢献用器種を復活させている。曼閣村の玉さ
んの製陶工場では、王宮、宮廷、邸宅等で使用されて
いた水甕や塑像を生産し、そして、これまでにない図
像を形象化することで、装飾性や堅牢`性といった付加
価値も高めている。これまでのところ、水甕100～１８０
元、塑像200～300元という高い価格設定もあり、売れ
行きは芳しくない。ただし、今後の飛躍的な経済発展
が見込める西双版納俸族自治州では、こうした復興器
種が将来の売れ筋商品となる可能性もあるだろう。
次に、伝統的器種の転用・流用である。これは、普
洞茶の工場や仲買人の発案というが、伝統的器種を容
器とすることで、普洞茶の付加価値を高める取り組み
である。釛海県は、普沮茶の産地であり、茶菓の加工
工場が点在し、景供市では、観光客相手の小売店が軒
を連ねている。出荷数は少ないながらも、曼閣村の水
甕（LL）や曼札村の"モーサイラ"は、卸売容器として
再生する取り組みもある。
そして、伝統的士器づくりから現代的土器づくりの
４－３俸渤の信仰と供献用器種
俸勅は、西南タイ諸語民族と同じように、祖先や守
護霊､精霊等の日常的な祭祀を執り行ってきた｡また、
水攝衣と称されるとおり、水田稲作を生業とし、雨季
の始まりから終わりにかけて、さまざまな農耕儀礼を
折々で行ってきた。さらに、１４世紀以降、“シプソンパ
ンナ"では、上座部仏教（小乗仏教）を受容し、各曼で
寺院が置かれた｡寺院及び僧が必要とする仏具や供物、
喜捨に応えるための容器等が供献されるようになった
（写真５９．６０）。
そのため、１年を通じて、それぞれの祭事・祭礼に
対応した供献用器種が製作され、伝統的土器づくりが
これを賄ってきた。未だ、俸渤の村までは、供献用器
種の比較的安定した受容があるという。景供市、釛脂
県では、曼斗村の王さんが、唯一の供給源となってい
るが、製陶工場が肩代わりを始めている。曼閣村の王
さんの製陶工場では、水甕や供献用器種を数千個単位
で生産し、販売している。今後の伝統的土器づくりの
行方を見定めるためにも、こうした製陶工場の動向に
も目配せする必要がある。
また、鍋や炊飯（湯沸し）鍋という什器用土器の減
産が余儀なくされ、供献用器種の生産に軸足を置き換
えることで、伝統的土器づくりを継続してきた。しか
しながら、供献用土器の需要がこのまま維持されると
は限らない。俸勅は、上座部仏教に対する厚い信仰が
あるものの、文化大革命では、寺院が破却され、精霊
祭祀も迷信と断ぜられた経緯がある。こうした行き過
ぎた宗教政策は是正され、宗教的施設も復興されたも
西南中国における伝統的土器づくりの変容 3５ 
移行である。現代化された生活様式で必要とされる新
器種を開発し、新たな土器の需要を掘り起こすことで
ある。曼閣村の製陶工場では、復興させた貢献用器種
の構成に香炉及び台付香炉を加えることで、商品構成
を充実させている（写真63）。また、エスニツクな観光
物産として、普洞茶を演出するため、小売用茶容を生
産している（写真64）。さらに、「竹の子の漬物や小魚
の塩辛に使われる漢族の壷は、俸族の素焼き土器とは
異なる。釉薬がかかり、口のふちに水を溜めて密閉で
きる専用の壷である。現在の西双版納の壺類でどの民
族にも普遍的なのは、この壷かもしれない。」（印南
1994）とあるとおり、漬物壷が大量生産されている（写
真65）。各村秦や景供市及び動遮鎮の市場でも、この
漬物壷を見出すことができる（写真66)。昆明市の侯さ
ん宅を訪問した際も自家製の漬物が積け込んであった。
また、曼閣村の製陶工場では、瓦生産も行っていた。
瓦職人と同じ型板成形であり（写真67)、俸渤の住宅(写
真68）や寺院（写真69.70）の瓦の需要も射程に入れて
いることは明らかである。
このように､士器の材質的な優位性を活かしながら、
市場における成長可能`性が見込める植木鉢や漬込壷、
そして、瓦の販路拡大、そして、販売促進を図ろうと
している。こうした状況は、伝統的器種が減産を余儀
なくされる中、伝統的土器づくりから脱却し、大量生
産、大量消費を前提とする現代的土器づくりへの適応
が目論まれた結果である。
している。しかしながら、動海県の農村部でさえも、
伝統的器種の需要が激減し、８月以降の製作機会の目
処が立たない状況にある。需要の最小化にあわせて、
士器づくり職人が自然消滅する恐れが出てきている。
一方、曼斗村では、景洪市の近郊農村であるため、
異職種従事が加速することで、土器づくりの廃業が相
次いでいる。結果として、王さんは、景洪市及び釛膳
県の唯一の職人となってしまったが、顧客をほぼ独占
することにもなった。また、王さんは、大口顧客の要
望に応えて、伝統的器種を転用し、俸渤の仏教的価値
観や宗教的↓慣行を尊重しながら、玉さん自身が供献用
器種に依存することで、生業としての土器づくりを維
持してきた。しかしながら、頑なに伝統的器種を生産
しながらも、徐々に土器づくり技術が変容している。
水窺や供献用器種が生産主体となることで、粘土に対
する砂の混和を行わなくなった。調理等で火にかけら
れる鍋や炊飯（湯沸し）鍋という什器用器種を生産し
なくなったからである。これも低コスト化、省力化に
むかう自然な変容といえる。また、時間をかけて焼き
締められるようになり、一緒に焼成される供献用器種
も同様の焼き上がりとなっている。
曼閣村の岩さんと王さんは、社会主義化、そして、
現代化を乗り越えて､土器づくりの家業を守り抜いた。
昇炎式窯を導入し、家内制（工房）から工場制という
業態の劇的な転換を実現している。現代的土器づくり
に対する先見性を備えていたようである。そのため、
曼閣村の士器づくり技術は、最早、伝統的ではない。
製陶工場では、電動轆轤を採用し、回転台を使用した
粘土紐巻き上げ技法から轆轤水挽き技法に変更されて
いる。また、熟練した陶工を確保することで、同一規
格の成形体を大量生産することが可能となった。そし
て、昇炎式窯、登窯を導入することで、焼成単位の大
口化を実現し、野焼きから窯焼きの転換を果たした。
このように、現代的土器づくりの移行に伴って、さ
まざまな伝統的土器づくり技術が放棄された｡ただし、
水巍や供献用器種の供給においては、払拭し切れない
伝統性も残置されている。とくに、水甕は、俸勧の伝
統的な器形や文様を挽き摺っており、曼閣村の製陶工
場では、漢族陶工が轆轤水挽き成形した成形体に対し
て、王さんが伝統的な文様と叩き目を付けている。叩
きは、文様を付加するだけであり、叩き板も小さくな
って、本来の二次成形技術ではなくなっている。
こうした現代的土器づくりに対して、曼斗村の玉さ
んは、やや距離を置いている。玉さんは、1996年、「ジ
ャパンエキスポ佐賀`96世界･炎の博覧会｣において、
俸勧の伝統的士器づくりを実演するため、来日したこ
とがある。その報酬や見返りではないが、日本から士
練機をはじめとする各種機械が送られたことがある。
４－５伝統的土器づくり技術の現代化
動渤王宮における土器づくりでは、男性が塑像、女
性が塑像以外のすべての器種を製作するという絶対的
な性差別分業があった。しかしながら、“シプソンパン
ナ"の解体後、曼閣村の岩さんのように、貢献用器種が
不要化されることで、分業を越えることが禁忌的事項
に当たらなくなった。また、俸渤の村秦では、曼斗村
の王さんの祖父、曼礼村の玉哺吹さんのように、男`性
であっても、供献用器種や什器用器種を製作していた
のかも知れない。
また、伝統的土器づくりは、漢族をはじめとする西
双版納俸族自治州の新しい住人、漢族化された少数民
族出身者に向けて、現代化された生活様式に適合した
現代的器種を供給することで、現代的士器づくりとし
て、息を吹き返しつつある。しかしながら、伝統的士
器づくり職人の行方は、分岐点に立たされている。１
つは、現代的土器づくりに適応できない職人が淘汰さ
れることである。もう１つは、現代的土器づくりに最
適化することで、俸勒の伝統的土器づくり技術を放
棄・忘却してしまうことである。
曼札村の玉さんは、これまでの生産様式をほぼ踏襲
徳澤啓一・小林正史・長友朋子3６ 
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写真６０曼賀佛寺で使用されている台付灯皿［曼賀村］写真６５玉車田さんの新器種の漬物壷（蓋）［曼閣村］ 写真７０曼賀佛寺の飾陶瓦［曼賀村］
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写真７２「民族民間工芸伝承人」の称号をもつ岩牢瀕さん
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が家計の中心になる必要がなかった。また、俸渤をは
じめとする少数民族は、一人子政策による出産制限が
ないにもかかわらず、土器づくりの後継者が不在であ
ることも、同じような経済的余裕に原因している。彼
らの子息に共通することは、土器づくり職人以外の将
来を望んでいることである。また、少数民族出身者の
優遇措置もあり、異職種における登用が比較的容易に
なっている。伝統的土器づくりが存続した理由と土器
づくりの後継者が不在である理由が同じ経済的事情に
依拠していることは皮肉ともいえる。
伝統的土器づくりの継続`性や後継者問題については、
景洪市周辺と動海県では、大きく事情が異なる。景拱
市では、民族工芸品としてあるいは、新しい生活様式
に合わせた現代的器種を創出することで、土器づくり
が継続されるであろう。ただし、土器づくり技術その
ものは大きく変容し、現代的土器づくりとして存続す
ることになりそうである。
一方、釛海県では、景洪市に追従するかたちで、都
市計画及び生活様式の漢族化、ないしは、現代化が進
行している。これに伴って、生活基盤が整備され、什
器用器種の代替と不要化がはじまっており、伝統的土
器づくりの消滅が差し迫っている状況にある。
こうした少数民族の伝統文化の現状を憂慮して、中
国政府、とくに、雲南省政府は、西双版納俸族自治州
をはじめとする民族自治州および民族自治区を対象と
して、保護政策や具体的施策を拡充している。曼斗村
では、王さんを訪問した前日まで、俸鋤の伝統的土器
づくりのドキュメンタリー番組を制作するため、中国
中央電子台（CCTV）が５日間取材に来ていた。観光資
源としての伝統的な少数民族の文化には、熱い眼差し
が注がれているようである。
雲南省政府は、1997年及び2001年、工芸美術、歌、
舞､采芸人を調査し､認定した。またぐ雲南省文化庁、
省民委員会は、１５前後の芸人分別を設けて、雲南省民
族民間高級美術師、雲南省民族民間美術師等の称号や
格付けを与えた。2003年から2005年にかけては、民族
民間の音楽、舞踊、美術、曲芸、伝統工芸、伝統習俗
を指定し、これにかかる伝統文化保存区及び伝統文化
伝承人100名を指定した。土器づくり技術については、
新石器時代から受け継がれた原始制陶技術と位置付け、
曼閣村の岩さんと曼斗村の王さんは、わずか19名の民
族民間工芸伝承人に指定されている（写真72）。
しかしながら、これを固辞して伝統的土器づくりに執
着することを選択した。曼閣村とは対照的な判断であ
る。その理由としては、機械を使うことで、製品が画
一的になることや燃料消費や焼成破損も少ないという
伝統的土器づくりの優位性を指摘していた。ただし、
実際上、玉さん宅の敷地では、こうした各種機材を設
置する場所がない（写真71）。また、泥窯と違って、窯
の大きさにあわせて、成形体を量産しなければならな
くなる。玉さんの受注量に対して、現代的土器づくり
の量的優位性を活かせないと判断したのであろう
４－６伝統的土器づくりの伝承と政府の保護政策
中華人民共和国成立後、文化大革命や開放政策を経
験することで、ますます俸勅の生活が変容し、士器づ
くりの環境や条件も激変した。1973年、承包制によっ
て、割り当てられた土地の生産責任を負う代わり、土
地利用を自由裁量できるようになった｡これによって、
土器づくりを停止し､農業に転換した者も少なくない。
また、曼閣村及び曼斗村の事例のとおり、都市計画に
よって、一旦割り当てられた水田を放棄させられ、土
器づくりの基盤を失うことで、廃業した職人も少なく
ない。粘土をはじめとする原材料は、水田経営と切り
離せない部分が大きい。曼閣村の製陶工場は勿論、曼
斗村の王さんも、粘土等の原材料を購入している。近
年、薪の伐採制限等で、原材料費も高騰をはじめてい
る。また、水田経営や土器づくりから手を引いて、労
働単価がより芳しい異職種従事する者も激増している。
後継者が輩出され難い理由がここにもある。
また、曼斗村の玉さんによれば、俸渤の土器づくり
職人は、それぞれの技術を伝承することについて、あ
まり積極的でないらしい。これは、他人に対しては勿
論、土器づくりをはじめようとする血縁者に対しても
同様であるという。そのため、王さんは、傍らで祖父
を見真似ることで､土器づくり技術を習得した｡また、
ある人に土器づくり技術に関する教示を乞うたところ、
戒められたという話を聞かされた。職人が減少した原
因の一つとして、こうした事情があることを吐露して
いた。一方、曼孔村の王さんは、他人から技術伝承し
ている。関係の詳細は不明であるが、曼閣村の玉さん
の祖母と曼斗村の王さんのような雇用関係にあったの
かも知れない。
また、４つの土器づくり世帯は、各村秦の高所得者
層に位置付けられる。このうち、曼閣村を除く土器づ
くり世帯は、逼迫した家計でないことが、伝統的土器
づくりから現代的土器づくりに脱却しなかった最大の
理由であろう。男`性の世帯主が中心となる家業や職業
をもつことで、女`性の配偶者が家事や家業の合間を縫
って、土器づくりを継続できた。つまり、土器づくり
５おわりに～伝統的土器づくりの行方～
今回、西双版納俸族自治州において、中国の著しい
現代化を目の当たりにするとともに、俸渤の伝統的土
器づくりの変容を確認することができた。わずか４つ
の村塞であるが、現地調査を敢行したところ、生産様
西南中国における伝統的土器づくりの変容 3９ 
式や技術的な伝統`性も喪失されつつあり、すでに、土
器づくり職人そのものが淘汰されていた。伝統的土器
づくりが存亡の危機に直面していること痛切に感じる
ことができた。伝統的土器づくりを存続させるために
は、最低限の生産を持続させなければならないが、金
属製鍋及び電気釜が本格普及したことで､鍋､炊飯(湯
沸し）鍋の需要を見込むことができなくなっている。
やはり、政府の積極的な関与なくしては、伝統的士器
づくりは消滅を避け切れない状況にある。
一方、曼閣村の製陶工場では、王さんの世帯生業の
中心が土器づくりであることから､その存亡を賭けて、
斬新な取り組みが行われていた。伝統的器種の需要が
下げ止まらないのであれば、伝統的器種を用途変更す
るしかない。顧客の生活事I情の在り方を見据えること
で、需要の底上げを図っている。また、伝統的器種の
生産ラインを縮小し、現代的生活様式に適合した現代
的器種を投入することで、新たな需要を掘り起こして
いる。植木鉢、漬物壷、茶容等の商品価値の高い新器
種を打ち出すことで、大量生産・大量消費の現代的士
器づくりに最適化することができたのである。
今後、現代中国で生き残るためには、生産様式や技
術的内容も含めて、伝統的土器づくりから脱却し、現
代的土器づくりへの転換を果たさなければならない。
いずれにしても、伝統的土器づくりの急激すぎる変容
に歯止めを掛けることはできそうにもない。
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InourrecentstudywewitnessedthemodernizationofChinesecultureandconfirmedthe 
transfbrmationofnliistraditionalearthenwaremaking・Ｉｎａｆｉｅｌｄｓｔｕｄｙｗｅｆｂｕｎｄｔｈａｔｔｈｅｉｒ
ｍodeofproduction,andtraditionalityoftechmqueshavebeenlost,andthatevencraftsmenare 
beingunderselection．Survivalofthetraditionalearthenwarema]King，evensustainnlentof 
mimmumdemand,hasbecomeimpossible,duetopopularizationofmetalcookingpansandelec‐ 
tricrice-cookers、Extinctionoftraditionalearthenwaremakingisbecomingunavoidableunless
thegovernment1sactiveprotectivepolicy6 
MeanwhUeinmodernisticpotterymanufacturingfactories,theywerequickindepartingfiPom 
thetraditionalproductionofearthenware,broughttothemarketnlodernmodelｓｔｈａｔｍｅｅｔｍｏｄ‐ 
ernlifbstyle,stimulatingnewdemand、Ｎｅwarticleswithhighmarketablity)suchflowerpots，
picklepotsorteacontainersaremostsuitabletomassproductionandmassconsumptionand 
helpingthetransferencefiPomtraditionaltomodernearthenwaremanufacturing， 
Itseemsnotlikelythistoorapidtransfbrmationcanbeheldbackanymore． 
